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今
春
の
私
立
歯
科
大

で
は
一
七
校
の
う
ち
一
〇

校
が
定
員
を
満
た
さ
ず
、

全
体
の
定
員
充
足
率
平

均
は
八
三
・
五
%
だ
が
、

最
も
低
い
と
こ
ろ
で
二
五

％
、
六
割
を
切
る
と
こ

ろ
が
四
校
あ
り
、
受
験

者
全
員
が
合
格
し
た
大
学
も
あ
っ

た
。
国
立
大
学
で
も
一
校
が
定
員

割
れ
し
て
い
る
状
態
だ
。
そ
の
傾

向
は
衛
生
士
学
校
、
技
工
士
学

校
と
い
っ
た
コ
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッ
フ
の

育
成
の
場
で
も
見
ら
れ
、
軒
並
み

定
員
割
れ
の
状
況
が
こ
こ
最
近
ず

っ
と
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
現
実
に
今
我
々
の
置
か
れ

て
い
る
現
状
の
厳
し
さ
を
改
め
て

実
感
さ
せ
ら
れ
る
。

　

確
か
に
世
間
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
が
他
人
事
で
な
い
今
の
歯
科

業
界
の
現
状
で
は
、
若
い
人
た

ち
に
自
分
の
将
来
を
か
け
る
に

値
し
な
い
、
と
み
な
さ
れ
て
も

仕
方
が
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
少
し
ず
つ
で
は
あ

る
が
状
況
改
善
の
兆
し
も
見
え

て
き
て
い
る
の
も
確
か
で
あ
る
。

　

今
後
の
歯
科
界
の
発
展
の
為

に
は
若
い
人
た
ち
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が

不
可
欠
で
あ
り
、
次
世
代
を
担

う
人
た
ち
に
明
る
い
未
来
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
歯
科
を
め
ざ
し
て

業
界
全
体
で
努
力
し
て
い
く
こ

と
が
今
我
々
に
で
き
る
こ
と
、
そ

し
て
責
務
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

が
ん
ば
れ
日
本
、
が
ん
ば
れ

歯
科
界
！
（
Ｋ
）

パノラマ

2011年7月号

平
成
二
十
三
年
度

　

第
一
回
総
会（
通
常
）
H23.5.30

　

五
月
三
〇
日（
月
）、午
後
七
時

三
〇
分
よ
り
大
阪
東
急
イ
ン
に

お
い
て
、社
団
法
人
大
阪
北
区
歯

科
医
師
会
平
成
二
十
三
年
度
第
一

回
総
会（
通
常
）が
開
催
さ
れ
た
。

　

高
麗
会
長
が
仮
議
長
を
務
め

開
会
宣
言
を
行
っ
た
。
大
浦
副

会
長
の
開
会
の
こ
と
ば
の
後
、

点
呼
が
行
わ
れ
、
現
在
の
会
員

数
一
八
九
名
、
定
款
三
九
条
に

よ
る
総
会
定
足
数
九
五
名
、
本

日
の
出
席
者
四
三
名
、
書
面
表

決
者
六
一
名
、
委
任
状
提
出
者

十
三
名
、
合
計
百
一
六
名
で
総

会
の
成
立
が
報
告
さ
れ
た
。

　

議
長
、副
議
長
選
出
は
高
麗

仮
議
長
一
任
と
の
提
案
が
あ
り
、

矢
追
秀
純
議
長
、渡
辺
道
雄
副

議
長
が
選
出
さ
れ
、議
事
録
署

名
人
に
一
班
三
浦
幹
雄
先
生
、五

班
中
谷
徹
先
生
が
指
名
さ
れ
た
。

　

始
め
に
高
麗
会
長
が
挨
拶
を

述
べ
た
。（
次
ペ
ー
ジ
会
長
挨
拶
参

照
）引
き
続
き
第
二
次
高
麗
執

行
部
役
員
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

報
告
事
項
に
先
立
ち
、
物
故

会
員
お
よ
び
物
故
会
員
家
族
に

対
し
弔
慰
黙
祷
が
行
わ
れ
、
平

成
二
十
二
年
度
会
務
報
告
が
大

塚
専
務
理
事
よ
り
、
平
成
二
十

二
年
度
福
祉
共
済
制
度
報
告
が

森
川
理
事
よ
り
な
さ
れ
た
。
続

い
て
法
人
設
立
三
〇
周
年
記
念

事
業
実
行
委
員
会
報
告
が
黒
川

森
夫
委
員
長
よ
り
行
わ
れ
次
に
、

代
議
員
会
報
告
が
、
守
下
雅
美

代
議
員
よ
り
な
さ
れ
た
。

　

報
告
事
項
の
締
め
括
り
に
班

長
、
部
員
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

議
事
に
移
り
、
第
一
号
議
案

顧
問
委
嘱
に
関
す
る
件
の
提
案

理
由
が
大
塚
専
務
理
事
よ
り
な

さ
れ
、
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ

た
。
引
き
続
き
第
二
号
議
案
平

成
二
十
二
年
度
一
般
会
計
収
支

決
算
、
第
三
号
議
案
平
成
二
十

二
年
度
特
別
会
計
収
支
決
算
が

一
括
上
程
さ
れ
、
提
案
理
由
を

三
輪
常
務
理
事
、
森
川
理
事
が

述
べ
、
東
郷
・
奥
野
両
監
事
に

よ
る
会
計
監
査
報
告
の
後
、
両

議
案
と
も
満
場
一
致
で
可
決
承

認
さ
れ
た
。

　

協
議
に
移
り
、
執
行
部
よ
り

公
益
法
人
移
行
に
つ
い
て
説
明

が
あ
り
、
会
員
か
ら
「
執
行
部

に
一
任
」
「
情
報
公
開
」
の
意

見
が
で
た
。

　

次
に
、
前
執
行
部
、
議
長
、

副
議
長
を
代
表
し
て
多
田
義
隆

前
議
長
に
感
謝
状
が
高
麗
会
長

よ
り
贈
呈
さ
れ
た
。

　

最
後
に
木
下
副
会
長
の
閉
会

の
こ
と
ば
、
矢
追
議
長
に
よ
る

閉
会
宣
言
に
よ
り
閉
会
と
な
っ
た
。

　

支
部
総
会
後
、
大
阪
府
歯
科

医
師
会
国
保
組
合
北
区
北
支
部

総
会
が
開
か
れ
、
清
光
義
隆
支

部
長
よ
り
会
務
報
告
が
行
わ
れ

た
後
、
大
阪
府
歯
科
医
師
連
盟

北
区
北
支
部
総
会
が
開
か
れ
、

戎
文
彦
支
部
長
と
水
沼
和
夫
府

歯
連
盟
常
務
理
事
よ
り
会
務
報

告
が
行
わ
れ
た
。

□HP
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平
成
二
十
二
年
度
第
二
回
通

常
総
会
に
お
い
て
、
会
員
の
皆

様
方
の
ご
支
援
に
よ
り
私
を
伝

統
あ
る
社
団
法
人
大
阪
北
区
歯

科
医
師
会
の
会
長
に
再
選
し
て

い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

私
は
こ
の
二
年
間
、
黒
川
森

夫
前
会
長
が
築
い
て
こ
ら
れ
た

路
線
を
継
承
し
、
「
和
を
以
て

尊
し
と
為
す
」
の
精
神
の
下
、

一
、
執
行
部
一
丸
と
な
っ
た
会

員
の
方
々
の
た
め
の
円
滑

な
会
務
執
行

一
、
明
る
く
、
活
気
あ
る
歯
科

医
師
会
の
推
進

一
、
会
内
融
和

一
、
伝
統
の
継
承

一
、
会
外
と
の
緊
密
な
連
携

　

以
上
の
五
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
念
頭
に
置
き
、
会
員
サ
イ
ド

に
立
脚
し
た
会
務
運
営
を
心
掛

け
て
参
り
ま
し
た
。

　

お
蔭
を
も
ち
ま
し
て
諸
事
業

を
大
過
な
く
遂
行
す
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
会

員
の
先
生
方
の
深
い
ご
理
解
と

絶
大
な
る
ご
協
力
の
賜
物
と
、

執
行
部
一
同
心
よ
り
感
謝
致
し

て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
歯
科
界
を
取
り
巻
く

環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
こ
う

し
た
時
期
こ
そ
、
地
域
歯
科
医

療
に
邁
進
さ
れ
て
い
る
会
員
各

位
の
お
力
に
な
る
べ
く
新
執
行

部
一
同
微
力
な
が
ら
も
全
力
を

尽
く
す
所
存
で
御
座
い
ま
す
。

　

ま
た
、
公
益
法
人
制
度
改
革

の
波
が
我
々
の
法
人
に
も
迫
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
昨
年

度
よ
り
準
備
を
始
め
て
参
り
ま

し
た
が
、
平
成
二
五
年
十
一
月

の
期
限
ま
で
に
は
新
法
人
へ
の

移
行
の
申
請
を
済
ま
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
た
め
、
今
制
度
改

革
に
精
通
し
て
い
る
公
認
会
計

士
を
顧
問
に
お
迎
え
し
、
更
に

執
行
部
内
の
総
務
人
事
を
強
化

し
て
対
応
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
十
月
一
日
に
は

法
人
設
立
三
十
周
年
記
念
事
業

を
企
画
し
て
お
り
ま
す
。
多
く

の
先
生
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
成
功
裡
に
終
え
る
こ
と
が
出

来
ま
す
よ
う
皆
様
の
ご
協
力
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

浅
学
非
才
な
私
で
は
ご
ざ
い

ま
す
が
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご

指
導
ご
鞭
撻
と
お
力
添
え
を
賜

り
、
任
期
満
了
ま
で
の
二
年
間
、

意
欲
と
情
熱
を
も
っ
て
新
執
行

部
の
方
々
と
共
に
懸
命
に
務
め

て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
、
な
に
と
ぞ
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
次
高
麗
執
行
部
発
足

新
任
理
事
に
樋
口
春
彦
先
生

阪
本
光
伸
先
生
・
土
岐
一
仁
先
生

理事（総務）

西本　雅英
理事（総務）

國田　浩之

理事（学術）

英保　武志
常務理事（医療管理）

中川　晴彦
常務理事（会計）

三輪　佳子

理事（医療管理）

大西　秀威
理事（医療保険）

岡田　修二

理事（福祉Ⅱ）

森川　　裕

監　事

奥野　夏樹

副会長

大浦　寿哉
副会長

野口　秀夫

会長

高麗　誠紀

副会長

木下　秀人
専務理事

大塚　俊裕

常務理事（総務）

佐々木　裕

理事（福祉Ⅰ）

土岐　一仁
理事（地域医療）

阪本　光伸
理事（会計）

樋口　春彦

理事（広報）

芦澤　亮治

監　事

東郷　達夫
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新
任
理
事
の
ご
挨
拶

　

大
阪
北
区
歯
科
医
師
会
に
入

会
以
来
こ
の
十
四
年
間
、
医
療

保
険
部
員
と
し
て
た
く
さ
ん
の

理
事
の
先
生
の
下
で
お
世
話
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

昨
年
、
府
歯
に
入
会
し
た
こ

と
も
あ
り
、
こ
の
度
、
高
麗
会

長
よ
り
会
計
担
当
理
事
を
仰

せ
つ
か
り
ま
し
た
。
北
歯
会

員
の
先
生
方
に
対
し
て
は
勿
論
、

四
十
四
年
間
一
区
民
と
し
て

お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す

北
区
と
北
区
民
に
対
し
て
も
、

こ
の
機
会
に
少
し
で
も
お
役

に
立
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば

こ
の
上
な
い
喜
び
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

こ
の
度
、
地
域
医
療
の
担
当

と
し
て
理
事
の
末
席
に
置
か

せ
て
い
た
だ
く
事
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
八
年
間
、
同
部
員

と
し
て
木
下
副
会
長
は
じ
め
多

く
の
諸
先
生
方
に
ご
指
導
頂
き

ま
し
た
こ
と
を
と
て
も
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
今
回
こ

の
よ
う
な
役
職
を
仰
せ
つ
か
り
、

責
任
の
重
さ
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
だ
ま
だ
若
輩
者
で
至
ら
ぬ

こ
と
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が

高
麗
会
長
は
じ
め
諸
先
生
方
の

ご
指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、
ま
た

部
員
の
先
生
方
と
も
協
力
し
会

務
に
尽
力
い
た
す
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
前
任
の
國
田
浩
之

先
生
か
ら
引
継
ぎ
、
福
祉
Ⅰ
の

新
理
事
に
な
り
ま
し
た
土
岐
一

仁
で
す
。
入
会
し
て
か
ら
の
四

年
間
、
福
祉
Ⅰ
の
部
員
と
し
て

や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
理
事
と

い
う
重
責
に
身
の
引
き
締
ま
る

思
い
で
す
。
ま
だ
ま
だ
不
慣
れ

な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
一
生

懸
命
が
ん
ば
り
ま
す
の
で
、
ど

う
ぞ
お
力
添
え
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

五
月
十
二
日
（
木
）
、
北
区

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
て
「
第

六
十
回
全
国
よ
い
歯
の
コ
ン
ク

ー
ル
」
地
区
審
査
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
対
象
者
は
昨
年
度
の

三
歳
児
歯
科
健
診
を
受
診
さ
れ

た
六
二
七
組
の
親
子
で
し
た
が
、

審
査
会
に
選
出
さ
れ
た
の
は
一

組
の
み
で
し
た
の
で
、
自
動
的

に
最
優
良
親
子
と
し
て
吉
村
高

尚
北
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
医

務
主
幹
か
ら
表
彰
さ
れ
、
「
全

大
阪
よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
中

央
審
査
会
」
に
地
区
代
表
と
し

て
参
加
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

（
担
当
理
事
・
阪
本
光
伸
記
）

よ
い
歯
の

コ
ン
ク
ー
ル

　

五
月
二
十
八
日
（
土
）
、
午

後
二
時
よ
り
阪
急
イ
ン
グ
ス
館

地
下
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
お
い
て

歯
科
相
談
事
業
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

参
加
者
は
開
催
場
所
が
ベ
ビ

ー
フ
ロ
ア
の
近
く
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
乳
幼
児
連
れ
の
ご
家

族
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

地
下
二
階
の
歯
科
セ
ミ
ナ
ー

会
場
と
な
っ
た
コ
ト
コ
ト
ル
ー

ム
で
は
谷
口
部
員
と
後
藤
部
員

に
よ
り
子
供
向
け
セ
ミ
ナ
ー
と

成
人
一
般
向
け
セ
ミ
ナ
ー
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

内
容
は
と
て
も
好
評
で
関
心

度
も
高
く
、
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後

も
ブ
ー
ス
の
外
で
何
人
も
の
参

加
者
か
ら
質
問
を
受
け
る
と
い

っ
た
場
面
も
み
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
地
下
一
階
の
歯
科
衛
生

士
に
よ
る
子
供
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ

個
別
指
導
の
会
場
で
は
、
「
仕

上
げ
磨
き
を
嫌
が
っ
て
さ
せ
て

く
れ
な
い
」
「
フ
ッ
素
塗
布
の

頻
度
は
」
な
ど
の
様
々
な
悩
み

や
質
問
が
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
都

度
、
担
当
し
た
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
き
め
細
か
く
丁
寧
な
指
導

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
会
場
と
も
大
盛
況
で
ま
た

混
乱
も
な
く
、
無
事
に
幕
を
閉

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
担
当
理
事
・
阪
本
光
伸
記
）

H23.5.28

阪
急
イ
ン
グ
ス
館
歯
科
相
談
事
業

□HP

H23.5.30

班
長
役
員
懇
談
会

□HP

□HP

H23.5.12

　

五
月
三
〇
日
（
月
）
、
総
会

終
了
後
、
班
長
役
員
懇
談
会
が

東
急
イ
ン
大
阪
一
階
リ
ト
ル
モ

ン
ス
タ
ー
に
て
開
催
さ
れ
た
。

　

最
初
に
高
麗
会
長
が
挨
拶
を

述
べ
、
東
郷
監
事
の
乾
杯
の
音

頭
に
よ
り
懇
談
会
に
入
っ
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
班
長
、
北
区

歯
科
医
師
会
役
員
が
テ
ー
ブ
ル

を
囲
み
、
各
班
長
の
自
己
紹
介

や
公
私
に
わ
た
る
様
々
な
意
見

交
換
が
行
わ
れ
、
終
始
和
や
か

な
雰
囲
気
で
時
が
過
ぎ
て
行
っ

た
。
最
後
に
野
口
副
会
長
の
挨

拶
で
閉
会
と
な
っ
た
。

ご
挨
拶

理
事（
会
計
）
樋
口
春
彦

ご
挨
拶

理
事（
地
域
医
療
）
阪
本
光
伸

ご
挨
拶

理
事（
福
祉
Ⅰ
）
土
岐
一
仁
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造
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所

　
　
　

天
満
一
ー
一
ー
七
九

　

電　

六
三
五
一
ー
五
三
六
六

　

Ｆ　

六
三
五
一
ー
五
八
九
六

新
入
会
員

　

第
二
次
高
麗
執
行
部
も
引
き

続
き
広
報
部
一
同
が
ん
ば
り
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

編
集
後
記

み お つ く し の 会 H23
6.4みおつくしの会

　

六
月
四
日
（
土
）
、
梅
雨
の

合
間
の
快
晴
の
良
き
日
に
、
今

年
度
の
「
み
お
つ
く
し
の
会
」

を
大
阪
駅
前
第
三
ビ
ル
三
十
二

階
「
中
納
言
」
に
て
開
催
致
し

ま
し
た
。
十
一
名
の
先
生
方
に

ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
高
麗
会
長
か
ら
「
昨

年
度
の
『
み
お
つ
く
し
の
会
』

は
開
催
日
の
直
前
に
東
北
地
方

太
平
洋
沖
地
震
が
発
生
し
、
急

遽
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

義
援
金
と
し
て
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
被
災
地
に
送
金
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
先
生
方

の
温
か
い
ご
理
解
の
賜
物
と
感

謝
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

度
か
ら
は
例
年
よ
り
温
暖
な
季

節
に
開
催
日
を
変
更
し
ま
し
た
。
」

と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
黒
川
森
夫
先
生
の

乾
杯
の
ご
発
声
に
は
じ
ま
り
、

昔
な
つ
か
し
い
大
阪
北
区
の
歯

科
事
情
を
各
先
生
方
か
ら
お
聞

き
し
な
が
ら
華
や
か
な
伊
勢
海

老
料
理
を
食
す
と
い
う
和
や
か

な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
八
十
歳
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
る
西
川
亨
先
生
と

坂
口
喜
史
夫
先
生
に
福
祉
共
済

よ
り
「
ご
長
寿
祝
」
の
記
念
品

を
贈
呈
致
し
ま
し
た
。

　

ご
出
席
の
先
生
方
は
、
前

田
勝
先
生
、
大
塚
禮
三
先
生
、

猪
木
一
成
先
生
、
三
浦
康
宏

先
生
、
西
川
亨
先
生
、
緒
方

満
先
生
、
坂
口
喜
史
夫
先
生
、

黒
川
森
夫
先
生
、
橋
本
收
先
生
、

上
田
祐
嗣
先
生
、
坪
井
康
修

先
生
で
し
た
。
ご
多
忙
中
の

ご
出
席
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
執
行
部
役
員
）
高
麗
会
長
、

野
口
副
会
長
、
大
塚
専
務
理
事
、

森
川
理
事
、
土
岐
理
事
、
廣
田

部
員
、
水
沼
部
員

（
担
当
理
事
・
森
川　

裕
記
）
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